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本論文は、英語の 3 つの構文(所有格表現、分詞構文、 Have 構文)の適格な使用条件について検討し、それぞれ
の構文の多様な意味範囲・使用範囲が、互いに関連する自然なカテゴリーを形成していることを実証的に論じたもの
である。全体は 8 章からなる。























第 7 章 íHave 構文カテゴリーの発展について」は、用法基盤モデ、ル (Usage-Based Model)という、言語は可変
的なもの、言語知識は実際の具体的使用事例に基づいて構成されていくものとする考え方を Have 構文の変化プロセ




















進め、そこから理論への貢献を果たしてほしい。②第 7 章の Have 構文カテゴリーの発展は、問題の性質上やむを得
ない点があるとは言え、状況証拠に基づく推測の域を出ない論述の積み重ねとしづ印象を与える。「用法基盤モデ、ノレ」
についても、こどもの言語獲得の研究を踏まえるなどして、批判的検討を加えていく必要も感じられる。③第 4 章 (49)
のスキーマについて プロトタイプとの区別は明確か、種々雑多な条件でスキーマを規定することに問題はないか、
3 つの条件の重要性の順序はどうなっているか等に関し、疑問が残る。
このように、若干の問題点を併せ持っとはいえ、これらはむしろ今後の発展のための課題として捉えられるべき性
質のものであり、本論文の価値を本質的に損なうものではない。よって、本論文は博士(文学)の学位にふさわしい
ものと認定する。
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